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MeVイオンビーム衝突素過程に関する研究

研究概要 アピールポイント

　我々は，ターミナル電圧1.7 MVのタンデムバンデグラフ加速器によっ

て生成されるイオンビームを様々な標的に照射することにより引き起こ

される素過程を探ることを研究活動の主軸としています．現代社会にお

いて放射線は様々な分野に応用されており，放射線照射の素過程をき

ちんと調べることは，放射線の安全な利用のためにもとても重要なこと

と言えます．ここでは，主に以下の研究テーマについて紹介します．

　１．グラフェンを標的とした新しいイオンビームの創生

　２．二原子分子イオンビームによる分子軸配向依存性

　３．超高密度イオンビームの照射効果

　４．イオンビーム物質分析

放射線物理学，原子物理学，イオンビーム

日本物理学会，原子衝突学会，タンデム加速器及びその周辺技術の研究会
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図 米国NEC社製ペレトロン加速器

１．グラフェンはナノテクの新材料としても注目さ

れている新素材で，炭素がハニカム状に並んでい

る一層の極薄の膜です．グラフェンにイオンビーム

を透過させることにより虹散乱という単層膜固有

の現象がみられ，これを解析することによりイオン

散乱の詳細な情報が得られます．

2．二原子分子イオンが衝突する際，分子の向きによって衝突する際の

素過程が変わることが予想されます．我々は分子イオンビームを加速器

から引き出し衝突実験を行っています．実験と理論的な計算を組み合わ

せることで新しい物理現象の解明に取り組んでいます．

３．レーザー駆動加速器という新しい加速器が重粒子線がん治療の原型

器として実証されています．この加速器では，瞬間的に高密度のイオン

ビームの生成が可能となっており，我々の加速器から出射されるイオン

ビームとはビーム密度が大幅に異なります．我々は共同研究を通して，

それぞれの加速器から出射されるイオンビームの照射効果を比較する

ことで，イオンビームの照射効果に対する密度効果が分かると考えてい

ます．

４．MeVイオンビームは分析にも役立ちます．ラザフォード後方散乱分

析法（RBS），粒子線誘起X線分析法（PIXE）等のイオンビームを照射し

た際の現象を分析することで様々な物質の分析ができます．
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